
和歌山県における
外国人観光客の誘客を支える
交通施策ついて

和歌山県 商工観光労働部観光局観光交流課



和歌山県の特徴

＜基本データ＞
・紀伊半島の南西部に位置し、県内の８割以
上が、紀伊山脈を中核とする標高１，００
０メートル前後の山岳地帯

・人口：９４８，２６０人（平成２９年４月１日現在）

・面積：４，７２４．６８ｋ㎡
＜世界遺産＞
・「紀伊山地の霊場と参詣道」
⇒３つの山岳霊場（熊野三山、高野山、吉
野）とそれらを結ぶ参詣道

＜ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン＞
・県内４箇所が最高評価三つ星
⇒高野山、熊野古道、熊野三山、那智の滝
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紀伊山地 高野山 根本大塔 熊野古道 大門坂 那智の滝

出典：和歌山県ホームページ、和歌山県観光連盟ホームページ、平成26年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）、
和歌山県長期総合計画



和歌山県における外国人観光客の状況
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・平成２８年の外国人宿泊者数：５００，１９１人泊（対前年比１１７．０％）

⇒過去最高を更新

・アジアが７割強と多いが、世界遺産エリアでは欧米豪の割合が高い

出典：和歌山県記者発表資料（平成２９年３月）



外国人観光客の誘客に向けた取り組み
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１．広域アクセス交通の整備
・「関西空港」と「高野山」間をダイレクトで結ぶ「リムジンバス
関西空港～高野山線」を運行

２．地域内周遊交通の整備
・和歌山県の二大聖地「高野山」と「熊野」を巡る『世界遺産「高
野山・熊野」聖地巡礼バス』を運行

３． WEBサイトでの多言語による情報提供
・多言語による和歌山県の観光WEBサイトの中で、交通機関でのア
クセス方法や、各交通機関の利用方法などを紹介

４．多言語表記等の整備・情報発信
・外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて協議会を設立し、
案内表示等の多言語化やガイドマップ等の制作について検討中

＜概要＞



１．広域アクセス交通の整備
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＜概要＞

英語版のチラシ

運行期間
7月15日～11月30日
（冬期期間の運行はなし）

運行便数 1往復／日

停留所

〇関西空港側
・第1ターミナルビル1階「6番のりば」
・第2ターミナルビル「4番のりば」

〇高野山側
・「奥の院前」
・「大門南駐車場」
（関西空港発の降車のみ／新設）

運行経路
関西空港～阪和自動車道～泉南IC～一般
道路～岩出根来IC～京奈和自動車道～か
つらぎ西IC～一般道路～高野山

所要時間 片道約105分

運行時刻

〇関西空港発
・「第2ターミナルビル」発 11:15
「奥の院前」 着 13:18

〇高野山発
・「奥の院前」 発 14:35
「第2ターミナルビル」着 16:31

基本使用車両 中型車両（大型車両の使用もあり）

運 賃
（小児＝半額）

・普通運賃 2,000円
・WEB事前購入 1,800円

運行開始日 平成28年4月1日

運行主体 関西空港交通株式会社

（平成29年度）

■リムジンバス関西空港～高野山線

提供：和歌山県観光交流課出典：和歌山県観光連盟ホームページ



２．地域内周遊交通の整備
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＜概要＞
運行期間 4月1日～11月30日（毎日運行）

運行便数 平日1往復（午前便）、土日祝2往復

運行区間 高野山駅前～本宮大社前

所要時間 片道約105分

運 賃
（小児＝半額）

・高野山駅前～本宮大社前 5,000円
・高野山駅前～季楽里龍神・龍神温泉 2,900円
・季楽里龍神～本宮大社前 2,500円
※有効期間：1日
※途中下車：可能
（高野山内・護摩壇山・大熊・季楽里龍神・龍神
温泉・西・栗栖川～本宮大社前）

予約方法
販売箇所

インターネット予約、電話予約、旅行会社

運行主体
龍神自動車株式会社
南海りんかんバス株式会社

実施主体

世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス推進協議会
（構成団体）
・和歌山県田辺市
・和歌山県高野町
・西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社
・南海電気鉄道株式会社

（平成29年度）

■世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス

英語表記の運行ルート

聖地巡礼バス
出典：和歌山県観光連盟ホームページ、世界遺産「高野山・熊野」聖地巡礼バス

公式ホームページ、和歌山県多言語観光ホームページ



３． WEBサイトでの多言語による情報提供
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＜和歌山県へのアクセス紹介＞

■The Official Wakayama Travel Guide（和歌山県多言語観光ホームページ）

出典：The Official Wakayama Travel Guide

バスでのアクセス方法（英語）

＜交通機関の利用方法の紹介＞

バスの利用方法
（英語、一部抜粋）

タクシーの利用方法（英語）



４．多言語表記等の整備・情報発信
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＜協議会の設立＞

・熊野古道などを訪れる外国人観光客の二次交通
の利便性向上に取り組むため、 「熊野外国人
観光客交通対策推進協議会（仮称）」を設立

＜事業計画＞

（１）二次交通対策に関する基礎調査

①熊野地域を訪れた外国人観光客へのアンケート

②交通に関する外国人観光客の受入実態調査

（２）「共通整備ガイド」の構築

・鉄道事業者、路線バス事業者等の共通の表示
ルール・運用方法等を検討

（３）ガイドマップ等の制作

・整備の進んだ箇所を中心とした新たな観光ルー
トを構築し、交通情報を中心としたパンフレッ
ト・WEB等を多言語で制作して国内外に発信

■熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けた取り組み

出典：和歌山県観光交流課資料

連続した案内表示の整備
（写真は紀伊田辺駅前）

※詳細は、 参考資料 を参照

＜共通整備ガイドの検討項目例＞

路線のナンバリング



熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて
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１．背景

○世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を訪れる外国人観光客は増加して
おり、この10月には一部資産が追加登録されるなど、今後も大きな誘客
が期待されている。

○当該地域を訪れる多くの外国人観光客は、熊野古道を歩くことを大きな
魅力としており、駅などの交通拠点から観光施設、ウォーキングポイン
トまでの二次交通の利便性の向上が非常に重要な要素である。

○とりわけ、路線バス事業者の連携した取組によるエリア全体での外国人
観光客にも分かりやすい多言語表記等の整備・情報発信により、外国人
観光客の誘客と再訪の促進を図る。

２．対象地域
○田辺市、新宮市、那智勝浦町を主な対象地域とする。
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３．推進体制
○熊野外国人観光客交通対策推進協議会（仮称）

■構成員
【交通事業者（二次交通）】
・明光バス株式会社
・龍神自動車株式会社
・熊野交通株式会社
・奈良交通株式会社

【交通事業者（交通拠点）】
・西日本旅客鉄道株式会社和歌山支社

【国・自治体】
・近畿運局和歌山運輸支局
・和歌山県

※なお、検討状況を踏まえながら対象地域の拡大、推進体制の強化を見据えて
検討を進めることとする。

熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて

（具体的な事業検討・実施体制）
■幹事会
・協議会構成員
・学識経験者

■オブザーバー
・田辺市
・新宮市
・那智勝浦町
・各観光協会
・田辺市熊野ツーリズム
ビューロー

SB-01
タイプライターテキスト

SB-01
テキストボックス
参考資料



熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて

１．二次交通対策に関する基礎調査

個人で訪れる外国人観光客を対象として、主として鉄道、バス、タクシー等
の交通機関の受入環境に関するアンケート調査を上半期と下半期に分けて
実施する。

また、各交通事者へのヒアリング・アンケート調査とともに、交通拠点におけ
る多言語案内表示の現地調査により、外国人観光客の受入環境の実態調査
を行う。
①アンケート
対象：熊野地域を訪れた外国人旅行者
場所：交通拠点（紀伊田辺駅、紀伊勝浦駅、那智駅、新宮駅、

県世界遺産センター）でのストリートキャッチ等
時期：上半期（７月頃）、下半期（２月頃）
②交通に関する外国人観光客の受入実態調査
対象：現地調査
・交通拠点、田辺市、新宮市、那智勝浦町の主要バス停56箇所程度、
その他主要な観光施設
・交通事業者

４．事業計画

２．「共通整備ガイド」の構築

公共交通機関に関する知見及び案内表示の多言語化に関する知見のある
学識経験者を交えた協議会を開催して、交通拠点における二次交通機関の
乗車場所までの誘導表示等のモデル整備の方針、複数の路線バス事業者の
連携した取組を継続的に進めるために必要な項目と方針を整理した「共通整
備ガイド」を構築する。

決定した交通拠点におけ交通機関の乗車場所までの案内表示を整備・施工
する（交通拠点、主要バス停等）。

３．ガイドマップ等の制作

世界遺産エリア（紀南）を中心とした、鉄道や路線バスを利用した新たな周
遊ルートを構築して、これを含めたガイドブック、Webページを多言語で制作し
て公共交通を利用した旅の魅力を発信する。
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５．進め方

STEP１：情報連携･対策検討
○鉄道事業者、路線バス事業者等が連携した取組を促進するため、路線バス
事業者の現状把握、公共交通を活用した外国人観光客の実態に関する基礎
調査を実施する。

STEP２：共通整備ガイドの構築
○鉄道事業者、路線バス事業者等の共通の表示ルール・運用方法を検討し、
「共通整備ガイド」を構築する。（STEP１と並行して進める。）

STEP３：受入環境整備の実施
○「共通整備ガイド」に基づいて各自の役割のもと連携して整備を進める。

STEP４：情報の発信と結果分析
○整備の進んだ箇所を中心とした新たな観光ルートを構築して、交通情報を
中心としたパンフレット・WEB等を制作して国内外に発信する。
○外国人観光客へのアンケート調査、共通整備ガイドに基づいた各交通事業
者の現状分析等を行い継続的な改善を促進する。

熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて
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情報連携･対策検討

・事業者間の情報連携
・外国人観光客の利用実態調査

受入環境整備の実施

情報発信と結果分析

・二次交通を活用した観光ルートの構築
・パンフレット、WEB等で情報発信
・さらなる改善に向けた結果分析

・共通ルールの整備・運用方法
等を構築

・駅、バス停等の多言語標記の充実
・バス車内の案内・掲示物の充実
・バス車両への液晶モニターの導入
等

共通整備ガイドの構築

熊野地域における外国人観光客の二次交通の利便性向上に向けて



「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

交通拠点
連続した案内表示の整備

・駅からバス乗車場所、観光案内所、コインロッカー
等の案内表示の連続した分かりやすい掲示

・駅により異なる外国語表記・ピクトグラム、カラー
リング

■紀伊田辺駅前の案内表示 ■紀伊勝浦駅前の案内表示

「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

バス停
案内表示の整備

・１か所に複数ある各社のバス停

・バス会社ごとに異なる時刻表示（多言語標記も含め
て、路線によっても記載方法が異なる。）

■新宮駅のバス停

明光バス
新宮駅（熊野古道号）

熊野交通
那智の滝前（那智山線）

奈良交通
湯の峰温泉（八木ｰ新宮線）

龍神自動車
発心門王子（熊野本宮線）

■主要バス停の時刻表



「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

バス停
バス停の整備

・同じバス停であっても、行き先により乗車場所が複
数に分かれるバス停

■本宮大社前（各社）

■なかへち美術館
（明光バス・龍神自動車）

■那智駅前・神丸（熊野交通）■新宮駅前（各社）

「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

バス停
名称変更・統一

・正式な駅名と名称が異なるバス停

・他のバス停と名称が似ているバス停

・観光地名と似ているバス停が複数存在

■JR紀伊田辺駅（千葉県：勝浦駅）
■JR紀伊勝浦駅（大阪府：田辺駅）

（路線図の抜粋：HPより）

（バス停の時刻表示）



「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

路線・バス停の表示
ナンバリング、カラーリング

・日本語が読めず、地理・地名にも詳しくない外国人
観光客にも分かりやすい路線名、バス停の表示

バス車両
表示板への表示、ステッカー

・バス車両の外側への多言語表示で分かりやすく行先
や入口等の表示

（路線のナンバリング） （バス停のナンバリング） （バス車両の入口・出口表示）

「共通整備ガイド」の検討項目
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項目 課 題

バス車内
掲示物
音声ガイド
液晶モニター

・料金の支払い方、路線図等の多言語表示

・車内での音声案内、モニター表示の多言語対応

・バス会社により異なる音声案内や掲示物の内容・掲
示場所、多言語での表示

■掲示物
乗車時：整理券のとり方
乗車中：路線マップ、両替方法
降車時：料金の支払い方

項目 課 題

その他
シンボルマーク・ルート名

・日本語が読めず、地理・地名にも詳しくない外国人
観光客にも分かりやすい路線名、行先表示

その他
オープンデータ

・民間の交通系のアプリケーションへの情報提供によ
るスマートフォンを利用した時刻検索・乗換案内へ
の対応


